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目　次伐木研修会
　平成28年12月17日（土）当組合の安全指導者を講師とし
若年従業員（5年未満）を対象に伐木研修会を開催しました。
　この研修会では、ソ－チェンの目立から始まり現地では実際
に伐採まで行いました。
　伐採した株の周りに集まり適切な伐採・作業姿勢等の意見交
換をし、参加者全員で安全作業への再認識しました。
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　新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
に
は
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
平
素
よ
り
組
合
業
務

に
対
し
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　こ
の
広
報
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
寒

さ
も
和
ら
ぎ
早
春
の
好
期
と
な
っ
て
組
合
業

務
の
方
も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
三
月
期
の
決
算
で
は
最
終
利

益
は
確
保
出
来
た
も
の
の
事
業
収
益
が
前
年

に
続
い
て
赤
字
と
い
う
不
本
意
な
成
績
に
終

わ
り
、
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。
組
合
を
と
り
ま
く
経
営
環
境

が
厳
し
い
中
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
佐
田

支
所
の
廃
止
、
役
員
数
の
削
減
な
ど
に
ご
理

解
を
求
め
ま
し
た
。
今
期
は
お
蔭
様
で
収
支

の
改
善
が
見
込
ま
れ
、
黒
字
決
算
の
ご
報
告

が
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
、

昨
今
の
作
業
現
場
は
多
忙
を
極
め
て
お
り
、

天
候
不
順
、
降
雪
に
も
負
け
ず
全
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　本
年
は
三
年
毎
の
地
区
委
員
、総
代
、理
事
・

監
事
の
任
期
到
来
の
年
で
す
。
二
月
に
は
新

総
代
二
〇
〇
名
の
方
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
し
、
新
地
区
委
員
の
五
六
〇
名
の
方
に

も
四
月
よ
り
向
う
三
ヶ
年
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
新
理
事
候
補
十
一
名
、
新
監
事
候
補
三

名
に
つ
い
て
は
今
後
七
地
域
ご
と
（
旧
二
市

五
町
ご
と
）
に
選
任
が
行
わ
れ
、
五
月
末
の

総
代
会
を
経
て
新
執
行
体
制
が
発
足
し
ま
す
。

今
回
よ
り
役
員
数
が
六
名
減
と
な
り
且
つ
役

員
定
年
制
に
よ
っ
て
現
役
員
の
う
ち
私
を
含

め
八
名
が
退
任
し
ま
す
の
で
文
字
通
り
の
新

体
制
が
誕
生
し
ま
す
。
役
員
候
補
者
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
現
役
員
と
協
力
し
て
新
体
制
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
へ
各
種
引
き
継
ぎ
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　私
の
任
期
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
職
責
を
全
う

い
た
し
ま
す
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
実
に
長
い

間
た
ま
わ
り
ま
し
た
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　1月4日に森林組合本所にて、平成29年安全祈
願のための祭祀を執り行いました。
　安全祈願の最後に今年の安全テーマを全員で
唱和して『無事故・無災害』を参加者全員が誓
いました。

ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長

　手
錢
白
三
郎

平成29年 安全テーマ
『安全は　気くばり

　　　　　　目くばり　思いやり』
                           岡　文栄　作

平成29年　安全祈願祭

もっときづかいまもりたいもりのげんきちきゅうのみらい
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平成29年2月の総代改選により
200名の新総代の皆様が決まりました

平成２９年２月10日就任（敬称略）

　総代改選にあたり、地区委員の皆様には深いご理解と格別のご協力を賜りありがとうございました。
　退任されました総代の皆様には、平素より格別のご高配をいただきましたことを厚くお礼申し上げます。
今後とも変わりませず、組合運営にご協力を賜りますようお願いいたします。
　尚、新総代の皆様の任期は平成29年2月10日から平成32年2月9日までの3年間です。今後当組合の運営
や事業展開にご理解とご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

総代200名の皆様は、組合員の中から選出され、決算・事業計画・組合運営などを決定する
総代会に出席していただきます。

第１区（出雲地域）73名
富 田　章 吾
園 山　一 郎
中 島　     修
園 山　俊 毅
佐 藤　信 二
平 井　敦 司
片　寄　　　修
若 槻　博 美
倉 橋　輝 夫
和 田　光 雄
山 代　裕 始
檜 垣　成 実
畑　　　利　男
森 山　昌 之
内 部　     貢
杉 原　俊 晴
平 尾　誠 治
勝 部　正 美
長 廻　明 美
吉 田　     博
小 林　郷 史
吾 郷　     登
江 角　良 昭
金 塚　良 平
成 相　裕 之
飯 塚　豊 憲
今 岡　　　宏
宇 畑　正 三
内 藤　直 樹
渡 部　俊 樹
加 藤　武 行
藤 原　清 喜
今 岡　武 志
伊 藤　彰 祥
後 藤　幹 夫
安 喰　公 司
畑　　　民 男

曽 田　郁 雄
高 尾　常 義
嘉 本　義 富
加 村　秀 稔
金 山　雄 治
池 田　滝 雄
高　尾　　　彬
片 寄　裕 司
内 田　充 治
森 山　俊 正
岡 田　幹 夫
鐘 築　裕 美
増 原　健 治
飯 島　昭 人
牛 尾　尚 義
内 田　幹 朗
塩 野　一 男
堂 田　　　徹
大 國　公 之
藤 江　弘 滿
藤 江　伸 吾
吉 井　敏 朗
伊 藤　正 二
三 野 瀬　尚
山 根　　　勉
須 山　寿 永
高 木　孝 次
木 代　忠 雄
原 田　嘉 昭
漆 谷　好 紀
浅 津　節 夫
石 橋　明 政
江 角　忠 也
浜 村　寛 之
磯　田　猪久男
玉 串　晃 一

第２区（平田地域）62名
村 松　浩 治
山　﨑　　　肇
川 瀬　　　勝
錦 織　信 久
常 松　寿 幸
多久和　幸　男
田 中　康 富
田 中　幸 夫
角　　　耕 一
吾 郷　敏 信
曽 田　盛 雄
梶 谷　泰 正
梶 谷　　　順
曽 田　幹 雄
長 廻　　　隆
田 中　弘 樹
金 森　賢 一
三 宅　美 行
多久和　裕　之
西 尾　功 逸
河 原　　　弘
福 田　正 雄
山 根　秀 俊
平 井　　　薫
原 　 　 茂
西 尾　光 弘
來 海　徳 義
佐 藤　雅 男
土 江　宣 行
梶 谷　善 信
立　石　富美夫

髙 内　　　豊
長　廻　　　陸
福 田　正 幸
安 食　光 明
二 瀬　孝 治
錦 織　幸 夫
高 橋　信 行
高 橋　和 恵
米 江　徳 次
阿 式　良 憲
田 中　泰 治
常 松　美 幸
安 田　吉 之
荒 木　利 行
高 橋　敏 道
錦 織　清 治
小 池　　　昇
松 村　繁 雄
山 根　幸 徳
錦 織　充 治
錦 織　寿 夫
原　　　満千男
荒 木　　　彬
荒 木　益 雄
荒 木　　　寛
荒 木　嘉 生
松 浦　和 之
山 本　　　操
濵 村　惠 一
平 野　順 一
常 松　泰 久

第３区（斐川地域）6名
中 林　信 夫
渡　部　　　誠
長 岡　忠 生

飯 塚　裕 美
和田守　英　夫
江 角　周 一

第４区（佐田地域）25名
田 部　昌 德
濱 村　民 夫
和久理　      勉
板　垣　　　修
板 垣　　　誠
板 垣　広 治
神 田　幸 治
田 中　忠 信
森 山　仁 志
安 井　常 光
藤 原　永 次
田 中　　　収
浜 村　雅 男

今 岡　裕 統
永 見　雅 樹
石 橋　正 伸
神 田　政 信
山 本　憲 一
山　﨑　久 和
吉　川　　　悟
田 中　　　功
竹 下　勝 博
岩 﨑 　 弘
川 合　　　誠
藤 原　　　徹

第５区（多伎地域）13名
品 川　正 二
河 上　　　清
栗 原　美 信
川 上　　　初
渡 部　寛 幸
岡 田　章 治
土 橋　　　実

岡 田　耕 一
木 村　吉 郎
山 本　和 男
浜 村　賢 一
柳 楽　光 男
持 田　重 幸

第６区（湖陵地域）8名
坂   根　富士夫
森 山　祐 次
春 日　貴 紘
竹 下　博 巳

児 島　幸 房
坂 根　忠 德
今 岡　　　薫
原 　 　 寛

第７区（大社地域）13名
勝 部　淳 人
板 倉　茂 雄
上 野　英 一
多々納　      勝
大 熊　祐 二
上 田　辰 夫
安 達　富 治

熱 田　洋 人
別 所　広 藏
小 村　    實
高 橋　文 夫
米 井　    薫
田 中　和 實
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平成29年2月の総代改選により
200名の新総代の皆様が決まりました

平成２９年２月10日就任（敬称略）

　総代改選にあたり、地区委員の皆様には深いご理解と格別のご協力を賜りありがとうございました。
　退任されました総代の皆様には、平素より格別のご高配をいただきましたことを厚くお礼申し上げます。
今後とも変わりませず、組合運営にご協力を賜りますようお願いいたします。
　尚、新総代の皆様の任期は平成29年2月10日から平成32年2月9日までの3年間です。今後当組合の運営
や事業展開にご理解とご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

総代200名の皆様は、組合員の中から選出され、決算・事業計画・組合運営などを決定する
総代会に出席していただきます。

第１区（出雲地域）73名
富 田　章 吾
園 山　一 郎
中 島　     修
園 山　俊 毅
佐 藤　信 二
平 井　敦 司
片　寄　　　修
若 槻　博 美
倉 橋　輝 夫
和 田　光 雄
山 代　裕 始
檜 垣　成 実
畑　　　利　男
森 山　昌 之
内 部　     貢
杉 原　俊 晴
平 尾　誠 治
勝 部　正 美
長 廻　明 美
吉 田　     博
小 林　郷 史
吾 郷　     登
江 角　良 昭
金 塚　良 平
成 相　裕 之
飯 塚　豊 憲
今 岡　　　宏
宇 畑　正 三
内 藤　直 樹
渡 部　俊 樹
加 藤　武 行
藤 原　清 喜
今 岡　武 志
伊 藤　彰 祥
後 藤　幹 夫
安 喰　公 司
畑　　　民 男

曽 田　郁 雄
高 尾　常 義
嘉 本　義 富
加 村　秀 稔
金 山　雄 治
池 田　滝 雄
高　尾　　　彬
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常 松　泰 久

第３区（斐川地域）6名
中 林　信 夫
渡　部　　　誠
長 岡　忠 生

飯 塚　裕 美
和田守　英　夫
江 角　周 一

第４区（佐田地域）25名
田 部　昌 德
濱 村　民 夫
和久理　      勉
板　垣　　　修
板 垣　　　誠
板 垣　広 治
神 田　幸 治
田 中　忠 信
森 山　仁 志
安 井　常 光
藤 原　永 次
田 中　　　収
浜 村　雅 男

今 岡　裕 統
永 見　雅 樹
石 橋　正 伸
神 田　政 信
山 本　憲 一
山　﨑　久 和
吉　川　　　悟
田 中　　　功
竹 下　勝 博
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田 中　和 實
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出雲市、出雲地区森林組合、市内木材関係団体が資金を拠出して、森林整備事業に助成を行っています。

【主な施業例】新植、枝打ち、間伐、間伐材運搬、作業道整備

第６回　林業技術競技会参加

お持ちの山のお手入れや山づくりをしてみませんか。お持ちの山のお手入れや山づくりをしてみませんか。

　お問合せ先／森林整備課　造林・林産係　☎（0853）22-4433

　平成28年11月4日、仁多郡奥出雲町三成地内にて「第6回林業技術
競技会」が開催されました。
　この競技会は斐伊川流域の6森林組合から各2名1組の選手を選出し
て伐倒技術を競います。
　当組合から鶴原旭（27才）選手と佐藤匡央（23才）選手が参加しました。
　開始の合図から2人で声をかけ合いながら順調に作業を行い、伐倒
を行いました。
　厳正なる審査の結果、残念ながら入賞はできませんでしたが、日頃
の安全作業の成果を十二分に発揮しました。
　これからも技術の向上を目指し、益々の活躍を期待します。選手の
皆さんお疲れさまでした。

※補助対象は出雲市にお住いの方に限ります。    
※各事業案に対して運営協議会での審査を通過したのち、採択となります。    

林業3F事業

国、県事業の補助対
象外の新植・保育
(下刈、枝打ち、除伐、
間伐)、間伐材運搬、
作業道整備

新植・保育に係る経費(資材費、
労務費、機械器具損料、諸経費) 
の2/3以内 

樹種：スギ、ヒノキ、マツ等針葉樹、広葉樹等   
面積：10a以上   

　出雲木材市場、出雲地区森林組合丸棒加工工場
　への間伐材運搬に係る運搬経費   

規格：延長50m以上、幅員1.5m以上3m以内
　　　最急勾配25%

間伐材運搬

作業道整備

※樹種：スギ、ヒノキ・面積：10a以上・材積：10㎥以上  

延長(m)×幅員(m)×650円以内

750円/㎥以内

内　容 採　択　要　件 補助率、補助金額

新植・保育
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【お問合せ先】
森林整備課購買係　ＴＥＬ（0853）22-4433

あなたの大事な財産を活用しませんか！
間伐材1本からでも森林組合が買い受けます。
日曜林業で小遣い稼ぎ！

出雲市朝山町1314 -1　加工工場
TEL（0853）48-2103・FAX（0853）48 -2113

出荷についてのお願い買い受け価格表

お問合せ先及び受入れ場所

◆出荷材は曲がりのない直材（まっすぐな材）をお願いします。
◆長さは「2ｍと3ｍと4ｍ」としますが、それより10㎝程度長
めにして下さい。
◆本数が多い場合には「㎥」単位の価格で買い受けも致します。
◆本数がまとまった場合は引き取りに伺います。

（5ｔトラックで引き取り可能な場所に限りますが、この場合引取料をいただきます）

※加工工場まで持ち込んで頂いた価格です。

（1本当たりの税込価格）
H29.2.1現在

長さ2ｍ

末口10㎝

末口12㎝

末口14㎝

末口16㎝

長さ3ｍ 長さ4ｍ
円 円 円120

200
200
255

180
300
300
385

280
400
400
510

動物被害を防ぐには

間伐材受入れのご案内

間伐材製品の紹介
加工工場だより

間伐材を利用することは、間伐作業を後押しし、森林の環境を整えると共に森林所有者への利益還元にもつながります。
※基礎工事等の取付費は別途申し受けます。※出雲市より補助金がでます。詳細については環境施設課へお問合せ下さい。     

自然・人に優しい木材を使った間伐材製品を利用しませんか。

●サイズ／Ｌ1,000×D760×H900 ㎜  
●容　量／ 600ℓ  
●60,000 円（税込）   

●サイズ／Ｌ1,800×Ｄ760×Ｈ900ｍｍ
●容　量／ 1,060ℓ
●100,000 円（税込）

電気柵の紹介 ①相手を知る
被害を出している動物を知る

②柵で囲う
動物の侵入を防ぐために、田畑
や集落を柵で囲う

③環境作り
動物が近寄りにくい環境をつくる

ごみ箱Aタイプ（4～5世帯用）ごみ箱Aタイプ（4～5世帯用） ごみ箱Ｂタイプ（8～10世帯用）ごみ箱Ｂタイプ（8～10世帯用）
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組合員の皆様へ
お願い!!

①組合員様の死亡等により、名義変更の必要が発生した時
②転居等により、住所・連絡先が変更になった時
届出の必要がありますので総務課までお問合せ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課　TEL（0853）22-4433

安達　瞭安達　瞭 奥原　優希奥原　優希 小笹　博小笹　博

　昨年３月に農林大学校を卒業し４月
より入組しました。知識も技術もまだ
乏しいですが、現場で眩しい人間に
なれる様、一つ一つの作業に取り組
んでいきます。

　昨年の４月研修生として入組しまし
た。林業は初めてで経験と技術はま
だまだ足りませんが、一生懸命学んで
いきたいと思います。
　これからもよろしくお願いいたし
ます。

　平成２８年９月１５日入組し、森林組
合のチップ生産工場で働ける事を心
から喜んでおります。広島で１５年林
業に携わってきたので即戦力になれ
る様頑張りますのでご指導よろしく
お願いいたします。

国産フルボ酸の天然植物活性剤

緑のミコット

サンプル置いて
おります

（６ｍℓ ３㎡分です）

　出雲市浜山公園内の不要な松の枝葉を主原料とし、品質管理された木酢液により
抽出したフルボ酸エキスです。天然由来成分の植物活性剤です。フルボ酸は森林や
土壌の中に存在する有機酸の一つで、植物にミネラルを補給する役目を担っている
物質で「ミネラルの運び屋さん」とも呼ばれています。そのフルボ酸が、土の自然治
癒力を促進し、土壌障害を起こさない“土づくり”を実現します。

使用方法
・原液を水で５００～１０００倍に希釈して土（根元）にご使用ください。
・農作物、花等には施肥時及び追肥時に散布してください。
・肥料成分は微量です。通常の肥培管理を行ってください。

【お問合せ先】
森林整備課購買係  TEL（0853）22-4433

500ｍℓ入り

（通常価格　14,148円）
今回価格 12,960円

100ｍℓ入り

（通常価格　3,024円）

（税込）（税込）
今回価格 2,700円

①土壌のＰＨを整える
②土壌の障害を防止する
③土壌の団粒構造を形成させる
④保肥力を向上させる
⑤植物にミネラルを運ぶ

①土壌や植物のストレスを
　緩和する
②土壌養分を有効活用する
③植物を肥大化させ収穫量
　が向上する

土壌における役割 主な能力
使用する原液の量の目安

500倍希釈（2ｍℓ/ℓ）　1 ㎡＝水1ℓ使用（原液500倍希釈の例）

面積

原液使用量

１ａ ５a １０a

２００mℓ １ℓ ２ℓ

薪販売
の
ご案内薪（広葉樹）乾燥材

《お問合せ先及び販売先》　出雲市上島町2684　チップ生産工場　TEL（0853）48-2070・FAX（0853）48-2071

※配達を希望される方はご相談下さい。

寸　　法 長 ＝ 45㎝
引取価格（1 束）550円（税込）

～薪作りを自宅で楽しみたい方へ～
原木での販売も相談に応じます。

詳細はチップ生産工場までお問合せ下さい。

なお、配達は出雲市内のみとなっております。

177851広報35.indd   6 2017/02/24   13:55


